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Ⅳ 特別調査                         
 
【調査項目】 

  今回の特別調査は、３月の緊急調査に引き続き、「新型コロナウイルス感染症の影響」と 

  経年項目である「雇用の過不足感」について調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【調査結果概要】 
 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響について 

○ 新型コロナウイルスの経営への影響について聞いたところ、全体では「既にマイナス 

 の影響が出ている」（６６.５％）が最も多く、「今後マイナスの影響が出る見込み」（２０.２％）

と合わせると、８６.７％となった。 

 

○ 「既にマイナスの影響が出ている」は、３月の緊急調査時（３９.３％）と比較すると 

  ２７.２ポイント増加した。 
  
○ 「既にマイナスの影響が出ている」と回答した業種（上位３業種） 

    【製造業】                 【非製造業】 

 「繊維工業（７６.７％）」          「飲食店(８９.８％)」 

 「鉄鋼業・非鉄金属（７６.６％）」      「卸売・小売業(７３.８％)」 

 「輸送用機械器具（７１.９％）」       「サービス業(７３.２％)」 

 

○ 経営への影響の内容(見込み含む)（主なもの・複数回答） 

 「受注・売上げの減少」（９５.４％） 

 「営業自粛（時間短縮含む）」（３６.９％） 

 「イベント、商談会の中止・延期」（１７.３％） 

 

○ 今期（４～６月期）の売上げ減少見込みについては、５０％以上売上げが減少する見込

みと回答した企業は４７.６％に上った。（前年同期比） 

 

○ 現在の状況が続いた場合、来７～９月期の資金繰りへの影響については、「影響がある」 

 （７０.３％）、「影響はない」（１３.２％）、「分からない」(１６.５％)となった。 

 

○ 影響への対応（実施又は実施予定）（主なもの・複数回答） 

 「運転資金の借入れ」（５２.９％） 

 「持続化給付金の活用」（３６.８％） 

 「雇用調整助成金の活用」（３３.９％） 

 「埼玉県中小企業・個人事業主支援金の活用」（２８.６％） 

   

○ 「運転資金の借入れ」（５２.９％）については、３月の緊急調査(２７.３％）から 

 ２５.６ポイント増加した。 

   

２ 雇用の過不足感について 

○ 雇用者数の過不足感は、「適正」の回答割合が６９.９％と最も高かった。 

  また、９年ぶりに「過剰」（１５.６％）が「不足」(１４.５％)を上回った。 

 

○ 昨年の調査と比べると、「不足」は、３３.５％から１４.５％と１９.１ポイント減少 

 した。「適正」は８.７ポイント増加、「過剰」は１０.４ポイント増加した。 
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 特別調査事項   

１ 新型コロナウイルス感染症の影響について 

  （１）新型コロナウイルスの経営への影響について （回答数１，５６８社・単一回答） 

   ○ 新型コロナウイルスの経営への影響について聞いたところ、全体では「既にマイナ 

   スの影響が出ている」（６６.５％）が最も多く、「今後マイナスの影響が出る見込み」   

   （２０.２％）と合わせると、８６.７％となった。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 業種別にみると、「既にマイナスの影響が出ている」と回答した割合は、製造業では 

  ６７.９％、非製造業では６５.３％であった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】前回緊急調査（３月/９７０社回答）との比較 

 

  ○ 前回調査と比較すると、「既にマイナスの影響が出ている」が２７.２ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

39.3%

66.5%

28.6%

20.2%

20.5%

8.0%

11.6%

5.4%

2020年3月

2020年6月

既にマイナスの影響が出ている 今後マイナスの影響が出る見込み マイナスの影響は出ていない 分からない

66.5%

67.9%

65.3%

20.2%

18.3%

21.6%

8.0%

8.5%

7.7%

5.4%

5.3%

5.4%

全 体

製造業

非製造業

既にマイナスの影響が出ている 今後マイナスの影響が出る見込み マイナスの影響は出ていない 分からない

経営への影響/全体（単一回答） 

経営への影響/全体・業種別（単一回答） 

経営への影響/全体（単一回答） 

既にマイナス

の影響が出て

いる, 66.5%

今後マイナスの

影響が出る見

込み, 20.2%

マイナスの影響

は出ていない, 
8.0%

分からない, 

5.4%
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  ○ 経営への影響について、「既にマイナスの影響が出ている」と回答した企業の業種 

   をみると、製造業では、「繊維工業」、「鉄鋼業・非鉄金属」、「輸送用機械器具」で回 

   答割合が高く、非製造業では「飲食店」、「卸売・小売業」、「サービス業」で回答割 

   合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 経営への影響について、「既にマイナスの影響が出ている」と回答した企業を規模 

   別でみると、製造業、非製造業ともに５１人以上の規模で回答割合がやや高かった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営への影響/業種詳細（単一回答） 

経営への影響/規模別（単一回答） 

70.5%

62.1%

59.7%

68.3%

72.2%

66.0%

69.4%

65.8%

71.5%

64.3%

64.8%

67.5%

18.0%

27.2%

27.5%

17.9%

12.4%

18.4%

17.6%

20.9%

14.6%

22.1%

22.3%

18.8%

11.5%

6.8%

8.2%

7.3%

11.3%

9.9%

8.6%

6.1%

11.4%

8.6%

8.4%

7.0%

0.0%

3.9%

4.7%

6.5%

4.1%

5.7%

4.3%

7.1%

2.5%

4.9%

4.5%

6.7%

非製造業

（n=860）

製造業

（n=689）

全体

（n=1,549）

既にマイナスの影響が出ている 今後マイナスの影響が出る見込み マイナスの影響は出ていない 分からない

１～５人（n=196）

６～２０人（n=255）

２１～５０人（n=141）

５１人以上（n=97）

１～５人（n=463）

６～２０人（n=233）

２１～５０人（n=103）

５１人以上（n=61）

１～５人（n=659）

６～２０人（n=488）

２１～５０人（n=244）

５１人以上（n=158）

67.6%

76.7%

71.8%

68.5%

70.9%

61.1%

71.7%

76.6%

68.5%

54.0%

71.9%

60.0%

52.5%

73.8%

89.8%

43.9%

55.7%

41.7%

73.2%

7.4%

16.3%

23.1%

22.2%

16.4%

11.1%

18.3%

18.8%

19.2%

25.4%

15.8%

26.2%

29.9%

15.9%

6.1%

36.8%

24.6%

37.5%

17.3%

17.6%
2.3%

0.0%

5.6%

7.3%

25.9%

6.7%
1.6%

5.5%

12.7%

7.0%

6.2%

10.2%

6.3%

4.1%

12.3%

9.8%

8.3%

6.1%

7.4%

4.7%

5.1%

3.7%

5.5%

1.9%

3.3%

3.1%

6.8%

7.9%

5.3%

7.7%

7.3%

4.0%

7.0%

9.8%

12.5%

3.4%

食料品製造

繊維工業

家具・装備品

パルプ・紙・紙加工品

印刷業

化学工業

プラスチック製品

鉄鋼業・非鉄金属

金属製品

電気機械器具

輸送用機械器具

一般機械器具

建設 業

卸売・小売業

飲食 店

情報サービス業

運輸業

不動産業

サービス業

既にマイナスの影響が出ている 今後マイナスの影響が出る見込み マイナスの影響は出ていない 分からない
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（２）経営への影響の内容(見込み含む)（複数回答）  

 ※（１）で「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マイナスの影響が出る見込み」 

  と回答した１，３５８社のうち１，３１９社の回答割合 

 

  ○ （１）で経営への影響について「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マ 

   イナスの影響が出る見込み」と回答した企業に、新型コロナウイルスの影響（見込  

   み含む）の内容について聞いたところ、全体では「受注・売上げの減少」（９５.４％） 

   が最も多く、次いで「営業自粛」（３６.９％）、「イベント、商談会の中止・延期」 

   （１７.３％）の順となった。 

 

  ○ 非製造業では、「営業の自粛（時間短縮含む）」（４３.０％）、「イベント、商談会 

   の中止・延期」（１９.８％）などの回答割合が製造業よりも高かった。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

影響の内容/全体・業種別(複数回答) 

 

95.4%

36.9%

17.3%

14.9%

7.3%

7.1%

2.9%

2.1%

1.1%

98.6%

29.3%

14.1%

12.7%

5.2%

3.1%

3.1%

3.4%

0.3%

92.8%

43.0%

19.8%

16.7%

8.9%

10.3%

2.7%

1.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受注・売上げの減少

営業自粛

（時間短縮含む）

イベント、商談会の

中止・延期

商品、部品等の

仕入れ困難

入金等の遅延

日本人客の減少

外国人客の減少

海外拠点等の

停止・縮小

その他

全体

製造業

非製造業
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 【参考】主な影響の内容別（回答割合の高い上位５業種を抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注・売上げの減少 

 

営業自粛（時間短縮含む） 

 

イベント、商談会の中止・延期 

 

34.3%

32.5%

28.3%

27.3%

26.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家具・装備品

繊維工業

情報サービス業

飲食店

食料品製造

商品、部品等の仕入れ困難 

 

88.6%

50.9%

45.0%

40.0%

39.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

飲食店

サービス業

卸売・小売業

繊維工業

食料品製造

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

食料品製造

繊維工業

パルプ・紙・

紙加工品

鉄鋼業・

非鉄金属

金属製品

34.0%

25.4%

23.7%

19.8%

17.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

電気機械器具

建設業

化学工業

卸売・小売業

情報サービス業
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【参考】規模別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97.7%

13.1%

38.5%

10.0%

4.6%

3.8%

6.2%

21.5%

1.5%

98.7%

13.9%

29.1%

3.8%

3.8%

2.5%

8.9%

12.7%

0.0%

96.1%

11.8%

52.9%

19.6%

5.9%

5.9%

2.0%

35.3%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受注・売上げ

の減少

商品、部品等の

仕入れ困難

営業自粛

（時間短縮含む）

日本人客の減少

外国人客の減少

入金等の遅延

海外拠点等の

停止・縮小

イベント、商談会の

中止・延期

その他

５１人以上(n=130)

全体 製造業 非製造業

94.2%

15.1%

41.8%

9.3%

2.2%

7.7%

1.3%

17.9%

1.1%

98.2%

9.2%

35.0%

4.3%

1.8%

5.5%

2.5%

14.1%

0.0%

92.5%

17.7%

44.7%

11.4%

2.3%

8.6%

0.8%

19.5%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受注・売上げ

の減少

商品、部品等の

仕入れ困難

営業自粛

（時間短縮含む）

日本人客の減少

外国人客の減少

入金等の遅延

海外拠点等の

停止・縮小

イベント、商談会の

中止・延期

その他

１～５人(n=548)

全体 製造業 非製造業

96.6%

16.3%

31.5%

4.1%

2.9%

7.5%

2.2%

14.9%

0.7%

99.5%

14.3%

26.7%

2.8%

3.2%

5.1%

2.3%

14.7%

0.5%

93.5%

18.6%

36.7%

5.5%

2.5%

10.1%

2.0%

15.1%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受注・売上げ

の減少

商品、部品等の

仕入れ困難

営業自粛

（時間短縮含む）

日本人客の減少

外国人客の減少

入金等の遅延

海外拠点等の

停止・縮小

イベント、商談会の

中止・延期

その他

６～２０人(n=416)

全体 製造業 非製造業

95.2%

13.5%

34.6%

5.8%

3.8%

7.7%

1.9%

18.8%

1.4%

97.4%

14.7%

26.7%

1.7%

4.3%

6.0%

3.4%

13.8%

0.9%

92.4%

12.0%

44.6%

10.9%

3.3%

9.8%

0.0%

25.0%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

受注・売上げ

の減少

商品、部品等の

仕入れ困難

営業自粛

（時間短縮含む）

日本人客の減少

外国人客の減少

入金等の遅延

海外拠点等の

停止・縮小

イベント、商談会の

中止・延期

その他

２１～５０人(n=208)

全体 製造業 非製造業

影響の内容/規模別(複数回答) 
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（３）今期４～６月期の売上げ減少見込み（前年同期比）(単一回答) 

 ※「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マイナスの影響が出る見込み」と回答  

  した１，３５８社のうち１，３１２社の回答割合 

 

  ○ （１）で経営への影響について「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マ 

   イナスの影響が出る見込み」と回答した企業に、今期（４～６月）の売上げは前年 

   同期と比べてどのくらい減少する見込みか聞いたところ、全体では「５０～５９％ 

   減」（１５.７％）の回答割合が最も多く、５０％以上売上げが減少する見込みと回 

   答した企業は合計で４７.６％であった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ○ 今期４～６月期の売上げが前年同期と比べて５０％以上減少すると回答した業種 

   をみると、製造業では「繊維工業」（５７.９％）、「食料品製造」（５６.３％）、「一 

   般機械器具」（５４.７％）の回答割合が高く、非製造業では、「飲食店」（８０.４％）、 

   「不動産業」（６４.７％）、「建設業」（５３.２％）で回答割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期売上げの減少見込み/全体・業種別（単一回答） 

 

56.3% 57.9%

40.5%
32.7%

45.7%
42.1% 39.2%

35.0% 38.1%
46.0%

36.7%

54.7% 53.2% 50.2%

80.4%

34.9% 31.9%

64.7%

49.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

今期売上げが50％以上減少する見込みと回答（業種別）

5.5%

2.9%

7.5%

7.5%

9.5%

6.0%

10.6%

7.9%

12.7%

8.3%

8.8%

7.9%

15.7%

14.3%

16.8%

9.3%

10.3%

8.5%

10.6%

12.4%

9.2%

12.6%

14.1%

11.4%

10.8%

12.4%

9.6%

4.6%

4.1%

4.9%

2.0%

1.4%

2.5%

2.5%

2.1%

2.9%

全 体

製造業

非製造業

80～89%減 70～79%減 60～69%減 50～59%減

40～49%減 20～29%減 10～19%減 5～9%減 5%未満 変わらない30～39%減

90%以上

50%以上減少見込み 47.6％ 

今期売上げが５０％以上減少する見込み/業種詳細 
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（４）来期７～９月期の資金繰りへの影響（単一回答） 

 ※「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マイナスの影響が出る見込み」と回答  

  した１，３５８社のうち１，１７０社の回答割合 

 

  ○ （１）で経営への影響について「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マ 

    イナスの影響が出る見込み」と回答した企業に、現在の状況が続いた場合に来期 

    （７～９月期）の資金繰りへの影響について聞いたところ、全体では「影響がある」 

    （７０.３％）が最も多く、「影響はない」は、１３.２％であった。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○ 業種別にみると、来期の資金繰りに「影響がある」と回答した割合は、製造業(７２.２％) 

    が非製造業（６８.７％）より回答割合がやや高かった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金繰りへの影響/全体（単一回答） 

資金繰りへの影響/全体・業種別（単一回答） 

影響がある, 

70.3%

影響はない, 

13.2%

分からない, 

16.5%

70.3%

72.2%

68.7%

13.2%

13.2%

13.3%

16.5%

14.6%

18.1%

全 体

製造業

非製造業

影響がある 影響はない 分からない
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  ○ 来期の資金繰りへの影響について、「影響がある」と回答した企業の業種をみると、 

   製造業では、「繊維工業」、「プラスチック製品」、「パルプ・紙・紙加工品」で回答割 

   合が高く、非製造業では「飲食店」、「サービス業」、「卸売・小売業」で回答割合が 

   高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 来期資金繰りへの影響について、「影響がある」と回答した企業を規模別でみると、    

   全体では「１～５人」、「６～２０人」で７３.５％と小規模の企業で回答割合が高かった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5%

54.2%

66.1%

72.9%

65.8%

64.8%

77.8%

74.6%

64.9%

61.5%

73.5%

73.5%

20.8%

25.0%

8.7%

10.5%

24.7%

17.6%

7.7%

9.9%

23.7%

19.9%

8.1%

10.3%

16.7%

20.8%

25.2%

16.6%

9.6%

17.6%

14.4%

15.5%

11.3%

18.6%

18.4%

16.2%

非製造業

（n=434）

製造業

（n=517）

全体

（n=951）

影響がある 影響はない 分からない

１～５人（n=142）

６～２０人（n=194）

２１～５０人（n=108）

５１人以上（n=73）

１～５人（n=247）

６～２０人（n=115）

２１～５０人（n=48）

５１人以上（n=24）

１～５人（n=389）

６～２０人（n=309）

２１～５０人（n=156）

５１人以上（n=97）

資金繰りへの影響/業種詳細（単一回答） 

資金繰りへの影響/規模別（単一回答） 

75.6%

83.8%

72.7%

75.7%

71.8%

71.4%

79.2%

74.1%

72.2%

68.9%

75.0%

52.7%

62.5%

71.8%

84.6%

52.3%

64.1%

46.2%

74.7%

14.6%

5.4%

9.1%

16.2%

5.1%

8.6%

16.7%

9.3%

7.4%

20.0%

18.2%

23.6%

11.7%

11.1%

5.1%

25.0%

23.1%

30.8%

11.0%

9.8%

10.8%

18.2%

8.1%

23.1%

20.0%

4.2%

16.7%

20.4%

11.1%

6.8%

23.6%

25.8%

17.1%

10.3%

22.7%

12.8%

23.1%

14.4%

食料品製造

繊維工業

家具・装備品

パルプ・紙・紙加工品

印刷業

化学工業

プラスチック製品

鉄鋼業・非鉄金属

金属製品

電気機械器具

輸送用機械器具

一般機械器具

建設 業

卸売・小売業

飲食 店

情報サービス業

運輸業

不動産業

サービス業

影響がある 影響はない 分からない
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（５）新型コロナウイルスの影響に対して実施した又は実施予定の対応策（複数回答） 

 ※「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マイナスの影響が出る見込み」と回答  

  した１，３５８社のうち１，１４４社の回答割合 

 

   ○ （１）で経営への影響について「既にマイナスの影響が出ている」又は「今後マ 

    イナスの影響が出る見込み」と回答した企業に、新型コロナウイルスの影響に対し 

    て実施した又は実施予定の対応策について聞いたところ、全体では「運転資金の借 

    入れ」（５２.９％）が最も多く、次いで「持続化給付金の活用」（３６.８％）、「雇 

    用調整助成金の活用」（３３.９％）、「埼玉県中小企業・個人事業主支援金の活用」 

     （２８.６％）の順となった。 

   

   ○ 「運転資金の借入れ」（５２.９％）については、３月の緊急調査(２７.３％） 

    から２５.６ポイント増加した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

影響への対応策/全体・業種別(複数回答) 

 

52.9%

36.8%

33.9%

28.6%

27.4%

20.0%

5.6%

3.0%

0.5%

2.3%

12.0%

55.1%

36.1%

45.3%

24.3%

35.1%

22.5%

2.7%

2.9%

0.4%

2.2%

10.6%

51.1%

37.4%

24.8%

32.0%

21.3%

18.0%

7.9%

3.0%

0.6%

2.4%

13.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

運転資金などの借入れ

持続化給付金の活用【国】

雇用調整助成金の活用

埼玉県中小企業・個人事業主

支援金の活用【埼玉県】

営業（稼働）日数の削減

雇用調整（シフト削減など）

販売価格などの引下げ

取引先などの変更

海外拠点などの見直し

その他

特になし

全体

製造業

非製造業
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【参考】規模別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.9%

19.0%

45.4%

34.2%

43.0%

2.7%

0.6%

8.6%

14.8%

2.7%

15.2%

33.3%

27.4%

48.1%

34.1%

45.9%

1.5%

0.7%

4.4%

17.8%

1.5%

15.6%

21.5%

15.6%

44.2%

34.2%

41.9%

3.2%

0.6%

10.3%

13.6%

3.2%

15.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

営業（稼働）日数の削減

雇用調整助成金の活用

持続化給付金の活用【国】

埼玉県中小企業・

個人事業主支援金の活用

運転資金などの借入れ

取引先などの変更

海外拠点などの見直し

販売価格などの引下げ

雇用調整（シフト削減など）

その他

特になし

１～５人(n=474 )

全体

製造業

非製造業

26.7%

42.1%

36.8%

29.8%

57.9%

4.2%

0.8%

4.2%

23.4%

1.7%

8.4%

30.4%

49.0%

39.2%

28.9%

56.7%

5.7%

0.5%

2.1%

21.6%

2.1%

7.2%

22.4%

33.9%

33.9%

30.9%

59.4%

2.4%

1.2%

6.7%

25.5%

1.2%

9.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

営業（稼働）日数の削減

雇用調整助成金の活用

持続化給付金の活用【国】

埼玉県中小企業・

個人事業主支援金の活用

運転資金などの借入れ

取引先などの変更

海外拠点などの見直し

販売価格などの引下げ

雇用調整（シフト削減など）

その他

特になし

６～２０人(n=359)

全体

製造業

非製造業

29.9%

45.1%

23.9%

19.6%

64.1%

2.2%

0.0%

2.7%

17.9%

1.6%

10.9%

39.4%

53.8%

25.0%

16.3%

60.6%

1.0%

0.0%

2.9%

20.2%

1.9%

9.6%

17.5%

33.8%

22.5%

23.8%

68.8%

3.8%

0.0%

2.5%

15.0%

1.3%

12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

営業（稼働）日数の削減

雇用調整助成金の活用

持続化給付金の活用【国】

埼玉県中小企業・

個人事業主支援金の活用

運転資金などの借入れ

取引先などの変更

海外拠点などの見直し

販売価格などの引下げ

雇用調整（シフト削減など）

その他

特になし

２１～５０人(n=184)

全体

製造業

非製造業

38.1%

55.8%

23.9%

16.8%

61.9%

1.8%

0.0%

2.7%

35.4%

2.7%

8.0%

47.2%

58.3%

22.2%

5.6%

62.5%

1.4%

0.0%

1.4%

37.5%

2.8%

8.3%

22.0%

51.2%

26.8%

36.6%

61.0%

2.4%

0.0%

4.9%

31.7%

2.4%

7.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

営業（稼働）日数の削減

雇用調整助成金の活用

持続化給付金の活用【国】

埼玉県中小企業・

個人事業主支援金の活用

運転資金などの借入れ

取引先などの変更

海外拠点などの見直し

販売価格などの引下げ

雇用調整（シフト削減など）

その他

特になし

５１人以上(n=113)

全体

製造業

非製造業

影響への対応策/規模別(複数回答) 
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（６）新型コロナウイルスの感染防止対策（回答数１，４６６社・複数回答）  

 

 ○ 新型コロナウイルスの感染防止対策について聞いたところ、全体では「マスク着用、 

  手洗い励行」（９７.５％）が最も多く、次いで「風邪症状社員の出勤自粛」（４８.３％）、     

  「出張、会議等の延期等」（３８.９％）の順となった。 

 

 ○ 「休業（時間短縮含む）」は３２.５％であった。 

 

 ○ 感染防止のための柔軟な働き方の推進として、「時差出勤」は１７.３％（３月の緊急 

  調査５.４％）、「テレワーク」は１６.８％（同３.６％）と、いずれも３月の緊急調査 

  時より回答割合が高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染防止対策/全体・業種別(複数回答) 

 

 

97.5%

48.3%

38.9%

32.5%

22.6%

22.5%

17.3%

16.8%

2.9%

1.8%

97.1%

55.5%

46.5%

31.4%

21.0%

24.2%

19.5%

16.6%

3.4%

1.8%

97.9%

42.5%

32.9%

33.3%

24.0%

21.1%

15.5%

17.1%

2.6%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

マスク着用、手洗い励行

風邪症状社員の出勤自粛

出張、会議等の延期など

休業（時間短縮など含む）

出勤人数の削減

休暇が取りやすい環境づくり

時差出勤

テレワーク・在宅勤務

その他

特になし

全体

製造業

非製造業
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２．雇用の過不足感について（回答数１，５２２社・単一回答） 

 

（１）現在の雇用者数の過不足感 

 【全体】 

  ○ 雇用者数の過不足感は、「適正」の回答割合が６９.９％と最も高かった。また、 

   ９年ぶりに「過剰」が「不足」を上回った。 

 

  ○ 昨年の調査と比べると、「不足」は、３３.５％から１４.５％と１９.１ポイント 

   減少した。「適正」は８.７ポイント増加、「過剰」は１０.４ポイント増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  ○ ここ数年は人手不足感が高まっていたが、新型コロナウイルス感染症の影響による 

   経済活動の停滞により、雇用者数の不足感は減少したとみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年度６月時点の調査結果（H26 は９月時点） 

 

 

 

18.8%

15.7%

15.3%

17.5%

19.1%

23.5%

31.6%
30.4%

22.5%

11.1% 11.7%
12.5%

15.3%

19.3%

25.9%

25.2%

27.8%

31.4%

36.4%
33.5%

14.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

現在の雇用者数の過不足感/全体(単一回答) 

リーマンショック（9 月） 第 2 次安倍内閣発足(12 月) 
新型コロナウイルス 

雇用者数の不足感推移/全体 

15.6%

5.2%

4.9%

5.9%

8.0%

69.9%

61.2%

58.7%

62.7%

64.2%

14.5%

33.5%

36.4%

31.4%

27.8%

令和2年6月

令和元年6月

平成30年6月

平成29年6月

平成28年6月

過 剰 適 正 不 足
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 【製造業・非製造業】  

 ○ 製造業、非製造業ともに「不足」が減少し、「過剰」、「適正」が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 過剰感が高い業種をみると、製造業では、「輸送用機械器具」（２９.８％・前年比  

  ＋１８.１ポイント）、「プラスチック製品」（２７.１％・前年比＋１２.０ポイント）、    

  「食料品製造」（２２.７％・前年比＋１７.６ポイント）の順となった。 

 

 ○ 製造業は全業種で「過剰」が増加し、「不足」が減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

22.7%

19.0%

16.2%

18.5%

17.3%

14.8%

27.1%

20.3%

21.9%

12.9%

29.8%

7.8%

63.6%

71.4%

75.7%

68.5%

71.2%

63.0%

59.3%

67.2%

63.0%

74.2%

63.2%

85.9%

13.6%

9.5%

8.1%

13.0%

11.5%

22.2%

13.6%

12.5%

15.1%

12.9%

7.0%

6.3%

食料品製造

繊維工業

家具・装備品

パルプ・紙・紙加工品

印刷業

化学工業

プラスチック製品

鉄鋼業・非鉄金属

金属製品

電気機械器具

輸送用機械器具

一般機械器具

過 剰 適 正 不 足

19.2%

7.6%

7.0%

7.3%

11.9%

68.6%

63.8%

60.0%

62.7%

66.0%

12.3%

28.6%

33.0%

30.0%

22.1%

令和2年6月

令和元年6月

平成30年6月

平成29年6月

平成28年6月

過 剰 適 正 不 足

製造業（単一回答） 

非製造業（単一回答） 

製造業/業種詳細(単一回答） 

kaitou  

) 

 

12.8%

3.4%

3.2%

4.7%

5.0%

71.0%

59.2%

57.7%

62.8%

62.9%

16.2%

37.4%

39.1%

32.5%

32.1%

令和2年6月

令和元年6月

平成30 年6月

平成29年6月

平成28年6月

過 剰 適 正 不 足
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 ○ 非製造業では、全業種で「不足」が減少し、不動産以外の６業種で「過剰」が増加 

  した。「過剰」の回答割合が高い業種をみると、「飲食店」（３５.６％・前年比 

  ＋３３.５ポイント）、「サービス業」（１５.４％・前年比＋１０.８ポイント）、 

  「卸売・小売業」（１３.８％・前年比＋１０.０ポイント）の順となった。 

 

 ○ 昨年まで人手不足が深刻化していた「飲食店」（「不足」の回答割合・前年比 

  ▲４５.６ポイント）や「運輸業」（「不足」の回答割合・前年比▲３３.３ポイント） 

  においても、不足感は大きく減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従業員規模別】 

  ○ 従業員規模別にみると、規模が大きいほど、過剰感が高い傾向にある。 

 

  ○ 全体では「過剰」と回答した割合は、従業員「１～５人」規模では８.６％だが、 

    規模が大きいほど回答割合が高くなり、「５１人以上」では２７.２％であった。 

 

  ○ 前年の調査において、「５１人以上」の非製造業では、６５.６％の企業が「不足」 

  と回答していたが、今回の調査では２１.３％と４４.３ポイント減少し、人手不足感 

  が弱まった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7%

13.8%

35.6%

7.0%

12.3%

15.4%

68.6%

76.8%

60.0%

66.7%

54.4%

93.5%

67.4%

23.7%

9.3%

4.4%

26.3%

33.3%

6.5%

17.1%

建設業

卸売・小売業

飲食店

情報サービス業

運輸業

不動産業

サービス業

過 剰 適 正 不 足

現在の雇用者数の過不足感/規模別(単一回答) 

 

非製造業/業種詳細(単一回答) 

 

23.0%

10.0%

18.9%

8.7%

29.9%

24.1%

20.5%

8.5%

27.2%

18.3%

19.7%

8.6%

55.7%

67.0%

57.9%

80.8%

61.9%

61.7%

63.0%

84.1%

59.5%

63.9%

60.6%

81.8%

21.3%

23.0%

23.2%

10.5%

8.2%

14.2%

16.5%

7.4%

13.3%

17.8%

19.7%

9.6%

非製造業

（n=546）

製造業

（n=420）

全体

（n=966）

過剰 適正 不足

１～５人（n=99）

６～２０人（n=161）

２１～５０人（n=97）

５１人以上（n=63）

１～５人（n=263）

６～２０人（n=164）

２１～５０人（n=75）

５１人以上（n=44）

１～５人（n=362）

６～２０人（n=325）

２１～５０人（n=172）

５１人以上（n=107）

0.0% 
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【特別調査 結果一覧】 

    １. 新型コロナウイルス感染症の影響について   

（１）新型コロナウイルスの経営への影響  

 １  既にマイナスの影響が出ている 66.5%     2  今後マイナスの影響が出る見込み 20.2% 

 ３  マイナスの影響は出ていない 8.0%             ４  分からない 5.4%  

（２）影響（見込み含む）の内容（複数回答） 

 ※（１）で既にマイナスの影響が出ている又は今後マイナスの影響が出る見込みと回答した企業 

 １ 受注・売上げの減少 95.4%           

 ３  営業自粛（時間短縮含む） 36.9%      

 ５  外国人客の減少 2.9%             

 7  海外拠点等の停止・縮小 2.1%       

 ９  その他 1.1%  

（３）今期売上げの減少見込み（前年同期比） 

 ※（１）で既にマイナスの影響が出ている又は今後マイナスの影響が出る見込みと回答した企業 

 １  ９０％以上減      5.5%                  

 ３  ７０～７９％減    10.6%               

 ５  ５０～５９％減    15.7%              

 ７  ３０～３９％減    10.6%              

 ９  １０～１９％減    10.8%             

11    ５％未満減       2.0%             

（４）来期の資金繰りへの影響 

  ※（１）で既にマイナスの影響が出ている又は今後マイナスの影響が出る見込みと回答した企業 

 １  影響がある 70.3%               ２ 影響はない 13.2% 

 ３  分からない 16.5%       

（5）影響への対応策（実施又は実施予定）(複数回答) 

  ※（１）で既にマイナスの影響が出ている又は今後マイナスの影響が出る見込みと回答した企業 

 １ 営業（稼働）日数の削減  27.4%     

 3  持続化給付金の活用【国】  36.8%    

 5  運転資金などの借入れ      52.9%   

 7  海外拠点等の見直し        0.5%     

 9  雇用調整（シフト削減など）20.0%  

11  特になし   12.0%  

（6）新型コロナウイルスの感染防止対策（複数回答） 

 １ マスク着用、手洗い励行  97.5%    

 ３ 出張、会議等の延期など 38.9%  

 5  時差出勤 17.3%      

 7  出勤人数の削減 22.6%      

 9  その他    2.9%                               

 

    2. 雇用の過不足感について  

（１）現在の雇用者数の過不足感 

 １  過剰 15.6%                  ２  適正 69.9% 

 ３  不足 14.5%       

 

 

 

 ２ 風邪症状社員の出勤自粛 48.3% 

 ４ 休暇が取りやすい環境づくり 22.5% 

 6 テレワーク 16.8％             

 8 休業（時間短縮含む） 32.5% 

10 特になし   1.8%  

 ２  ８０～８９％減    7.5%              

 ４  ６０～６９％減    8.3%                      

 ６  ４０～４９％減    9.3% 

 ８  ２０～２９％減   12.6% 

10    ５～９％減      ４.6% 

12  変わらない（前年同期と同じ）2.5% 

２ 商品、部品等の仕入れ困難 14.9% 

４ 日本人客の減少 7.1% 

６ 入金等の遅延 7.3% 

８ イベント、商談会の中止・延期 17.３%  

 ２ 雇用調整助成金の活用 33.9%            

 ４ 埼玉県中小企業・個人事業主支援金 28.6% 

 ６ 取引先等の変更 3.0%                      

 ８ 販売価格等の引下げ 5.6% 

10  その他  2.3% 


